
 

 

 

 昨年度の積小為大３月号では、新型コロナウイルス

感染症の影響により２月末で年度を終え、３月から臨

時休校に入ったことをお伝えしました。 

もう、あれから１年が経ちます。当初は「夏くらい

には収まるかも」「秋には通常に行事ができるのでは」

などとも言われていました。しかし、５月末に学校が

再開され、授業は行うことができたものの、まだまだ

制約の中での活動であり、子どもたちは引き続き我慢

をして学校生活を行っています。 

間もなく令和２年度が終わります。現在は令和３年

度の計画や準備を行っています。コロナの感染状況が

今後どうなっていくのか、ワクチン接種はいつ頃完了

するのかなど、先の状況は見通せませんが、昨年度の

ように、多くを中止にするのではなく、できる限り

様々な行事や活動を実施できるように計画していま

す。私たちにはこの一年間対応してきた知見・経験・

実績があります。令和３年度はその経験を生かして、

リスクを避けながらも、より充実した教育活動が展開

できるようにしていきたいと考えています。 

 

 

 あの日から、１０年が経ちました。 

 １１日の１４時４６分に全校で黙祷を捧げました。 

 あの時のことはよく覚えています。初めは長周期の

横揺れを地震とは気づかず、めまいがしていると思い

ました。勤務していた学校では、緊急放送は流しまし

たが、生徒の屋外非難は行いませんでした。すぐにテ

レビをつけ、それ以降、地震被害、津波の襲来、原子

力発電所事故とテレビ画面から目を離すことのでき

ない日々でした。         

死者・行方不明者は１

万８千人を超え、関連死

を含むと２万人以上が亡

くなりました。現在でも

避難を続けている人々が

い 

 

 

 

 

 

います。また、福島第一原子力発電所は、廃炉に向け

た作業を続けているものの、この先いつまでかかるの

かも見通せず、溜まり続ける処理水の扱いにも結論が

出ていません。流された町は整備が進み、高台移転や

巨大な防潮堤もできましたが、まだ、あの日から時計

が止まったままになっている方々も大勢みえます。 

子ども達の多くは生まれておらず、生まれていても

記憶にない出来事かもしれませんが、私たちが語り継

ぎ、絶対に過去の事として忘れることがあってはなら

ないと思います。 

 

 

 卒業を間近に控えた６年生が、６年間お世話になっ

た学校や校舎に感謝の気持ちを込めて、奉仕作業を行

いました。自分たちで進んで、計画・準備を行い、隅々

まで学校をピカピカに磨いてくれました。掃除だけで

なく、２階の渡りのすべり止めマットの交換なども行

い、校内が見違えるようになりました。ありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「６年生を送る会」は、６年生のみ体育館に入り、

各学年からの感謝の言葉やお礼の出し物は収録され

た映像をスクリーンで視聴しました。 

                （裏面に続く） 

豊川市立東部小学校  

                                   校長室だより 

令和３年 3月号     積小為大 
し ょ う を つ ん で だ い と な す 

全国一斉の臨時休校から一年が経ちました

になりました 

3.11 は東日本大震災から１０年でした 

６年生奉仕作業 ２/２６ 

 

６年生を送る会 ３/5 

 



 司会や始めの言葉は５年生。５年生の花アーチをく

ぐって入場した６年生は、最初に上映された６年間を

振り返るムービーを見て、１年生の頃の幼い自分たち

の姿に驚き、懐かしんでいました。 

  

 

 

 

 

 

各学年の映像は、歌や踊りやクイズにお礼の言葉と

バラエティーに富んでいました。例年は、体育館に全

校が入って直接お別れをするので、ペア学年としてお

世話になった１年生には泣き出す子もいる場面です。

今回は映像だけになってしまいましたが、例えば１年

生の映像では「６年生のみなさんも一緒に踊ってくだ

さい」との演出で、映像に合わせて１年生と共に踊る

など、一体感をもつことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６年間、水曜日の読書の時間に親しんだ「おはなし

たんけんたい」による読み聞かせも３月１０日が最後

となりました。朝の読み聞かせでは、その時々の季節

や社会の動きに合わせた絵本などをチョイスして読

んでいただきました。

また、年に何度かは、

お昼休みを使ってハロ

ウィンやクリスマスな

どのスペシャルイベン

トもありました。 

６年生最後の読み聞

かせは、体育館を会場

にして行いました。こ

れからの生き方、もの

の見方のヒントになる

深い内容のお話でした。ありがとうございました。 

 

 

 東部小学校は実験校として、20台の iPad が先行導

入され、学習利用の可能性を探ってきました。 

３学期には校内の Wi-Fi のア

クセスポイント工事、タブレット

端末の充電保管庫の設置工事が

終了し、間もなくタブレット端末

iPad が納品されます。今回の納

品数は全校児童分には少し足り

ませんが、来年度１学期中には一

人一台使えるようになります。 

 

 

 平成３０年４月に東部小学校に赴任して、早くも

３年が経ちました。私事ではありますが、この３月

末をもちまして、定年退職いたします。 

 この校長室だより「積小為大」は３０年の１０月

号からスタートしました。ＰＴＡ新聞「みどりの」

や、青少年健全育成推進協議会の会報「曙光」では伝

えきれない学校の様子や、校長としての思いを、保護

者や地域の皆様に少しでも伝えられたらと考えて始

めたものです。合わせて、学校ホームページの充実を

図りました。この「積小為大」も読むことができます。 

「笑顔があふれる学校」をめざして３年間取り組

んでまいりました。子どもたちの笑顔、教職員の笑

顔、保護者や地域の方々の笑顔、沢山の笑顔に囲ま

れて幸せな日々を過ごすことができました。 

三年間本当にありがとうございました。 

                

文責（校長 金澤哲哉） 

最後の読み聞かせ ３/１０ 

令和３年度はGIGAスクール本格開始の年です 

３年間ありがとうございました 

ふるさとの山河（豊川と本宮山）油彩 2021.2 T.kanazawa 


